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本年度の活動内容（１）

活動の方向性 今年度の取組

事業者等との
情報共有

• 事業者、業界団体のニーズ調査
� 平成25年度、26年度に10分野に対して調査を実施。本年度はシュレッ

ダー、太陽光発電システムを調査。
• 官⺠連携プラットフォームを通じた情報共有

� 準備会合も含め過去2回開催、本年度1回開催、ホームページでの情
報共有

国際展開に向け
た基礎的調査

• グリーン公共調達及び環境ラベル基準の海外基準との
整合状況検証

� グリーン公共調達制度の調査
� 過去、7ヶ国・地域（EU、ドイツ、スウェーデン、ノルウェー、アメリカ、カナダ、

中国、韓国、台湾）を調査。本年度は⾹港、ブラジル、オーストラリア等
を調査。

� グリーン公共調達及び環境ラベル基準の比較
� 過去2年間で10分野を調査。
� グリーン公共調達について、昨年度の調査（EU、米国、中国、韓国）

に加え、タイ、台湾、ベトナムの整合状況を調査。
� 環境ラベル基準の整合状況について、プリンタ、コピー機、プロジェクタ、電

⼦計算機を対象に、昨年度調査（ドイツ、EU、カナダ、中国、韓国、タ
イ、台湾）に加え、北欧、ニュージーランド、ベトナム、ブラジルについて新
たに整合状況を調査。
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本年度の活動内容（２）

活動の方向性 今年度の取組

ASEAN地域への
GPPの推進

• 新興国（ASEAN等）のグリーン公共調達等の調査
� 昨年度の事業で調査したASEAN10カ国の情報の時点修正

• グリーン公共調達及び環境ラベル基準の国際調和に係る
主要国との議論

� 国際シンポジウム・担当者意⾒交換会
� 平成25年度はASEAN6ヶ国及びUNEP、平成26年度はASEAN3ヶ

国及びドイツ・中国・韓国を招聘。合計約300名参加。
• 国際会議等における情報収集

� 国際会議への参加・情報発信（10YFP SPPプログラム、
Asia Pacific GPPEL、GEN年次総会等）
� 世界エコラベリング・ネットワーク年次総会、UNEPのトレーニングワーク

ショップ(マレーシア)、UNEP SPPプログラムのMACミーティング、SPPプロ
グラムの各ワークグループ、プログラムのMACミーティング、Advance 
SCP(GIZ) 等

• 日本の取組の情報発信
� グリーン購入等の取組に関するハンドブックの作成

� ハンドブックを作成（英文・和文）
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本年度の活動内容（３）

活動の方向性 今年度の取組

相互認証の推進 • 環境ラベル相互認証に係る調査
� 日中韓相互認証に係る調査
� その他の海外ラベルとの相互認証に関する調査（北欧、タイ、台湾、

ニュージーランド）。
� 相互認証の拡⼤に向けた調査検討（ドイツ、北米、⾹港、シンガポー

ル）。
• 海外環境ラベル取得に係る手続及び審査プロセスの調査

� 昨年度まで、ドイツ、EU、北米、中国、韓国、タイ、台湾の7カ
国・地域を調査。

� 事業者の海外環境ラベルの取得ニーズが高い(相互認証のニー
ズがある)4国・地域（北欧、⾹港、シンガポール、ベトナム）を
調査。
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